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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・平成28年度、勤続10年海外研修旅行（ハワイ）についての案内が掲示されているため、対象者は期日までに返事をするように。

・5/10（火）18：30～精神領域欠席者の部署懇談会が太一で開催予定。

・5/13(金)までに、各グループで学術のテーマを考え、小嶋に報告するようにしてください。
・勉強したいことや興味のあることを見つけ、外部研修へ参加するようにしてください。
・カンファレンスでの勉強会のテーマを決めます。担当者は事前に調べ、カンファレンスの場で一緒に勉強をしていくというスタンスで行っていきたいと思います。

・5/12(木)SSTへ千葉学園の看護学生が実習にきます。SSTに入るように配慮をお願いします。

＜グループホーム利用者様情報＞
・淡路　智恵子様～今までは義姉が本人の通帳を管理していたが、先月に返してもらったとのことで、世話人が詳細について確認している。義姉が通帳を管理していた経緯としては、本人の妹が宗教に勧誘し、お布施代を得ようとしていたことがあり、それを心配していた兄が通帳を管理し、宗教への入信とお布施代を取られることを防いでいるような状況であった。今回通帳を本人に返した件は、義姉の意向ではなく、本人の妹が義姉に暴力・暴言があり、返すことになったとのことで、義姉は本人の支援を継続したいと話している。最近、アパート暮らしや不動産に行くなどの1人暮らしに向けての行動化が見られるようになってきているため、5/11（水）14時から、特定相談員、グループホーム世話人、デイケア担当スタッフで今後の対応方法等について話し合っていく。

・古舘　ヨリ　様～デイケア保険に入りたいとの事で、保険会社に連絡し加入手続きをする予定としている。金額は4000円程度となる予定。

＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子　様～5/4定期訪問をしている。5/3に叔母の家に行くことや、シーガルビューに行ったりと楽しい時間を過ごしてきたとのこと。デイケアでは、若い人が多くなっていること、プログラムが難しかったことがあったと話している。本日朝、頭痛が痛いとオンコールに連絡があるが、「様子を見てみます」と自分で対処することが出来ている。

・赤石　陽介　様～5/5夜にオンコールに連絡があり、「後頭部が痛い、血圧が高い」と話している。本日、労災病院を受診したことを話しており、「脳梗塞で早めに入院した方がいいって言われた」と報告をしているが、入院は拒否している。また、本日、青南病院を受診すると話していたが、実際は受診しておらず、脳梗塞に関しても真偽は不明である。以前にも身体症状を訴え、自身に注目を集めるような行動をとっていた経緯もあることから、本人の訴えについては真偽を確かめていく必要があると思われる。発言の背景を考え、本人の思いも汲んでいくことが大切であると思われる。

・我満　奈津紀様～5/7定期訪問をしている。体調は変わりないが、更年期症状と思われる急な発汗や風邪の治りの悪さを自覚している。知り合いの店の手伝いは、「楽しい」と話している。娘様が専門学校への進学が揺らいでいるとのことだが、どちらにせよ自立の意味で1人暮らしはさせたいと考えているとデイケアで話している。その点に関して、世帯分離をドウするか等を考えると不安と話すこともある。世帯分離や手続き関係で不安なことは、病院受診をした際にSWに相談してみるように伝えている。

・青木　紀子　様～5/4定期訪問をしている。交際相手に起こされて対応をしており、眠気があると話している。作業所では、昼寝から起きられずに遅刻することが何度かあったとのこと。

・東海林　康之様～5/4定期訪問をしている。作業所で花見に行ったとの事で、「楽しかった」と話している。食費は、3万円で遣り繰りすることが出来ていたとのこと。

＜利用者様情報＞

・藤井　純子　様～本人より架電あり。「夕べ眠れなくて、今朝は吐き気もするので休ませてください」、「嘔気は不眠の為だと思うので、眠れば治ると思います」と元気なく話している。不調時には無理せず相談して欲しいことと、ゆっくり休んで調子がよい時に来所するよう伝えている。

・小林　満　　様～来所後すぐ「抗酒剤下さい」と自分からスタッフに声を掛けている。飲酒状況について、土・日は飲酒してないとのこと。体調については、手指振戦軽減傾向であり、流暢に話すことが出来ているが、そわそわ感がまだあるとのこと。また、眠剤が効き難く、背部に熱感を感じ寝汗をかく為、益々眠りずらくなっていると話している。飲酒していないことを評価し、不調時や飲酒をしてしまった時等にはすぐスタッフに相談するよう伝えると、「はい」と返答。以降、不調の訴えなく積極的にプログラムに参加して過ごしている。

・大久保　恒夫様～来所時に体調を確認すると「心臓のとこらへんが苦しくなったり痛くなることがある」と話しており、状況を確認。バイタル測定をすると、体温36.5℃、血圧125/79mmHg、脈拍81回/分。数日前からあるとのことで、階段昇降時や病院から青陽館まで歩いた際等に症状が出ると話している。「明日伴内科心臓血管クリニックを受診しようと思ってて」とのことで、自身で対処しようとしていることを評価し、受診結果を教えて欲しいことを伝えている。以降上記不調を訴えることなく、他利用者と表情良く交流しながら過ごしている。

・佐藤　ミツ子様～作業療法時、塗り絵に取り組んでいるが両下肢をカタカタと動かしたり、表情の硬さが見られている。体調を確認すると、「まだ、髪に行ってないんです」と答え、散髪や毛染めに行きたいことを話している。他者が床屋に行っていることを気にしており、自分が後回しにされているのではないかと思い込んでいる様子が窺える。スタッフが順番に連れて行ってることを説明すると、しかめ顔で頷いており、やや納得出来ていない様子が窺える。夕食後は机に伏せて眠っており、「夜眠れないんだよ」と話している。次回、医師との面談時に伝えてみるようにアドバイスをすると「わかった、ありがとう」と話している。

・岩城　敏夫　様～ラジオ体操の途中で椅子を出して座りだすことがある。表情はややぼんやりとしており、スタッフの声掛けに「眩暈する」と話している。その後は、プログラム中や椅子からの立ち上がり時等にふらつきは見られず、不調の訴えなく各プログラムに参加することできている。不調を感じた際にはすぐ教えて欲しいことを伝えている。

・鈴木　真知子様～午後よりドア付近にいることや、カバンを持って外を眺めている様子がある。スタッフより声掛けをすると、「外に行きたいの」と話している。午後の時間を利用して散歩に行くことを伝えると、「わかりました」と笑顔見られている。今後も所在確認を徹底し、気分転換が図ることができるよう関わっていく。

＜外来情報＞

特になし。

カンファレンスシート（清水　泰雅　様）

実施日：H28年5月9日（月）13：30～14：00

　　　　担当：藤田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小嶋･慶長・佐々木・石渡・森川・工藤

検討内容　目標と計画の再検討

	氏名
	清水　泰雅
	性別
	男
	年齢
	40
	生年月日
	S49年5月31日

	主病名
	強迫性障害
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	デイケアに遅れず参加していき、生活リズムを整えていく。

	本人希望
	生活リズムを整えたい

	家族希望
	就労してほしい、一人で生きていけるようになってほしい

	入院歴
	計2回

	通所歴
	2回目（当院デイケア）

· 今回：Ｈ19年10月29日～現在（週5回）

	その他サービス利用
	青山荘

	住居：青山荘

H26.5.28より､生活訓練施設にて宿泊訓練を開始。

H28.4.30青山荘の利用終了。
	家族構成

父､母､妹2人

	利用制度
	精神保健福祉手帳2級
	年金受給要件なし。
	他　自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	生活リズムを整え、規則正しい生活を送る。
	①デイケアに9:00までに来所する。
	①週3日以上、9:00までにデイケアに通うようにする。


	①9:00までにデイケアに来所する。目標時間に来所できた時は評価をし、出来なかった際は対処法を一緒に検討していく。

	
	②デイケアの活動に参加し、生活リズムを整える。
	②自分の意思でプログラムに参加し、活動性を向上する。
	②-1自分からプログラムなどのデイケアの活動に参加する。参加状況を確認し、積極的な参加や発言を促していく

	
	
	
	②-2デイケア利用の目的を意識し、具体的に行動する。定期的に面談を行い、デイケア利用の目的を具体的に話し合っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①週3日以上、9:00までにデイケアに通うようにする。


	・目標時間に遅れる様子は継続して見られている。

・遅れることに関しては、青山荘にてトイレにいることや手洗いで時間がかかっているとのこと。

・手洗いについて詳細を確認すると、「汚れている気がして気になってしまう」と話しており、スタッフから終わるように声を掛けても止められずにいる。

・遅れる事について振り返り、目標時間に間に合うように何か取り組んでいるか確認すると「時間に間に合って行動できるように意識してます」とのみ話している。遅れずに来れている時には評価をしている。
	就労に向けて生活リズムを整えていけるよう、継続して遅れないよう声掛け、評価を行っていく。振り返りを実施し、本人と共に対処法を考えていく。

	②自分の意思でプログラムに参加し、活動性を向上する。
	・来所後はぼんやりとしている事が目立つが、決められたプログラムには自分から参加している。その他の時間は、離れた席に1人で座っていることが多く、自分から積極的に活動する事はない。

・14:00からのプログラムには自主活動時に居眠りをしていると遅れることがある。スタッフから声を掛けるとすぐ準備をして参加している。
	青山荘退所に伴い、就労に意識を向けることができるよう就労プログラムへ参加していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	生活リズムを整え、規則正しい生活を送る。
	①デイケアに9:00までに来所する。
	①週3日以上、9:00までにデイケアに通うようにする。


	①9:00までにデイケアに来所する。目標時間に来所できた時は評価をし、出来なかった際は対処法を一緒に検討していく。

	
	②デイケアの活動に参加し、生活リズムを整える。
	②自分の意思でプログラムに参加し、活動性を向上する。
	②自分からプログラムなどのデイケアの活動に参加する。参加状況を確認し、積極的な参加や発言を促していく

	
	③就労支援に参加し、就労への意識を高めていく。
	③就労プログラムへ参加し、就労に対する自信を獲得していく。
	③自分から就労支援に参加する。就労支援参加状況を確認し、就労に関する振り返りを行っていく。本人の就労への不安を確認し、対処法を一緒に検討。対処しながら不安の早期解消を図っていく。


